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★児童養護施設の性暴力は５年間で５１件（延べ児童１４４名）三重県入所児の 40.2％ 
平成２５年７月２３日、三重県名張市の児童養護施設「名張養護学園」に入所していた女の子（７

歳）が、施設内で男の子（１３歳）から強制わいせつ行為をされたのは、施設が監護を怠ったためと

して、女の子の母親が三重県と加害男児とその実母を被告として、約６６０万円の損害賠償請求裁判

を起こしました。平成２９年４月２７日、津地裁で判決があり、岡田治裁判長は原告の訴えを一部認

め、男の子の母親に１８０万円の支払いを命じ、三重県については請求を棄却しました。 

裁判では、“三重県内の児童福祉施設における性的問題を伴う事故報告”が明らかにされました。そ

の事故報告によると、平成２０年度～平成２４年度の５年間で５１件延べ１４４名もの児童間の性的

事故が発生していることが判明しました。三重県の入所児童数は 358 名(H29 年 3月)ですから、５年

間で 40.2％(年 8.0%)の児童が被害児・加害児となっています。これは発覚したものだけで、氷山の一

角です。仮に、全国の児童養護施設で同じ割合で起きているとしたら、26,459 名(H29 年 3月)の入所

児童のうち毎年 2,036 名以上が性被害児・性加害児となっていると推定される、恐ろしい状況です。 

★２歳から１９歳までのすべての年齢で、同性間・異性間の性被害・性加害 
三重県の性的事故報告の内容は、「キス、下着を下す、蒲団

にもぐり込む、身体を触る、性器の触りあい、性器をなめる、

性器を見せる、性器を写真に撮る、抱き合う、性器接触、性器

挿入」などの性的行動を性別・年齢など一覧表にまとめたもの

でした。裁判になった事例も含まれていました。 

この報告書を分析したところ、２歳から１９歳まで、児童養

護施設のすべての子どもの年齢で性暴力の被害児・加害児とな

っていることがわかりました。そして、同性間・異性間のすべ

ての組み合わせの性暴力がありました。 

★児童間暴力・性暴力は非公表、国への報告もしない 
平成２１年度より施行された児童福祉法では、「被

措置児童等虐待」が規定され、一般への公表義務、国

への報告義務も課せられました。 

しかし、三重県の国への被措置児童虐待報告は、平

成２１年度・２２年度・２４年度は０件、２３年度の

み２件でした。 

しかも、唯一の報告である２３年度の２件は児童間性暴力ではなく、職員による児童への暴力な

どでした。マスコミ報道されたため、したかなく報告したと思われる内容でした。５年間で５１件

あった「性的事故」については、一切報告されませんでした。 

★公表及び国に報告しない三重県は児童福祉法違反ではない！？ 
しかし、児童間性暴力を国に報告しない三重県の行為は、児童福祉法違反ではありません。児童

福祉法では、被措置児童虐待を以下のように定義しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童福祉法から見棄てられ続ける 
児童養護施設の子どもたちを助けてください 

男児 女児 男女計 割合

2歳 0人 1人 1人 0.7%

3歳 1人 1人 2人 1.4%

4歳 0人 1人 1人 0.7%

5歳 2人 4人 6人 4.2%

6歳 3人 0人 3人 2.1%

7歳 5人 7人 12人 8.3%

8歳 5人 6人 11人 7.6%

9歳 2人 3人 5人 3.5%

10歳 4人 8人 12人 8.3%

11歳 10人 2人 12人 8.3%

12歳 11人 4人 15人 10.4%

13歳 15人 6人 21人 14.6%

14歳 11人 2人 13人 9.0%

15歳 8人 6人 14人 9.7%

16歳 6人 3人 9人 6.3%

17歳 3人 0人 3人 2.1%

18歳 1人 2人 3人 2.1%

19歳 1人 0人 1人 0.7%

合計 88人 56人 144人 100%

三重県児童福祉施設における性的事故 年齢別内訳（平成２０年～２４年）
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男女計

項　目 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 総計

27人 23人 30人 25人 39人 144人

9件 8件 11件 7件 16件 51件

被措置児童等虐待

報告(施設里親等)
0件 0件 2件 0件 1件 2件 5件

性的事故と被措置児童等虐待報告の比較（三重県）

性的事故

第三十三条の十  この法律で、被措置児童等虐待とは、…乳児院、児童養護施設設の長、その職員その他

の従業者…が…入所する児童…について行う次に掲げる行為をいう。 

一 被措置児童等の身体に外傷が生じ、又は生じるおそれのある暴行を加えること。 

二 被措置児童等にわいせつな行為をすること又は被措置児童等をしてわいせつな行為をさせること。 

三 被措置児童等の心身の正常な発達を妨げるような著しい減食又は長時間の放置、同居人若しくは 

生活を共にする他の児童による前二号又は次号に掲げる行為の放置その他の施設職員等としての

養育又は業務を著しく怠ること。 ※児童間暴力・性暴力の放置の禁止 

四 被措置児童等に対する著しい暴言又は著しく拒絶的な対応その他の被措置児童等に著しい心理的

外傷を与える言動を行うこと。 
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★児童間暴力・性暴力は被措置児童等虐待（ネグレクト）ではない！？ 
児童福祉法第３３条の１０第３項の規定により、児童間の身体的虐待・性的虐待・心理的虐待は

被措置児童等虐待ではなく、「放置」した場合のみ被措置児童等虐待（ネグレクト）となります。 

児童間でレイプや口腔性交・肛門性交があっても、その結果、子どもが妊娠しても、発覚した時

点で「放置」しないで対応すれば、被措置児童等虐待（ネグレクト）とはなりません。 

したがって、児童養護施設も被措置児童等虐待として報告する義務はありませんが、「性的事故」

として自治体に正直に報告しています（たぶん…）。三重県に限らず、すべての自治体の子ども家

庭課には、児童養護施設からの事故報告が出されています。児童間の暴力・性暴力・いじめ・職員

からの暴力・性暴力などなど。しかし、児童間暴力・性暴力だけは、「発覚した時点で対応し、放

置しなかった」として、被措置児童等虐待として公表せず、国への報告も行う必要がありません。 

★日本の児童福祉法は「子どもの代替的養護に関する国連指針」に違反しています 

2009 年 12 月 18 日の国連総会で決議され、日本政府も批准した「子どもの代替的養護に関する

国連指針（以下「国連ガイドライン」）」では、職員からだけではなく、「児童からの暴力・性暴力

など、すべての搾取から効果的な保護を受けられること」を明記しています。 

したがって、「暴力・性暴力が発覚しても、放置しなければ被措置児童等虐待（ネグレクト）と

ならない」と規定する児童福祉法は、国連ガイドラインに明確に違反しています。また、発生した

時点で、「効果的な保護」ではなかったことになり、これも国連ガイドラインに反します。 

さらに、自治体による児童養護施設の立ち入り調査は、日時を決め、子どもが学校に行っている

時間帯に書類を検査しているだけです。子どもが生活している時間帯や夜間の抜き打ち調査してい

る自治体はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

★１年半遅れて公表された「被措置児童等虐待事例の分析に関する報告」 

児童福祉法第三十三条の十七では、「国は、被措置児童等虐待の事例の分析を行うとともに、被

措置児童等虐待の予防及び早期発見のための方策並びに被措置児童等虐待があつた場合の適切な

対応方法に資する事項についての調査及び研究を行うものとする。」と規定しています。 

それを受けて、平成２１～２５年度に全国から報告された被措置児童虐待の事例分析が行われま

した。報告書は平成２８年３月にまとめられましたが、１年半遅れて平成２９年８月に、厚生労働

省の HPに、プレス発表もなく、こっそりアップされました。 

この報告書では、事例４に「児童養護施設（大舎制）におけるネグレクト」があげられました。

国が公式に公表した初めての児童間暴力・性暴力でした。この事例は、小学校から施設への通告を、

施設が対応せず「放置」したため、被措置児童等虐待（ネグレクト）となったもので、放置せずに

対応すれば、ネグレクトにはならず、報告義務も生じなかったと考えられます。 

男児間・女児間での性暴力が世代間連鎖していること、ボス化した男児とその取り巻きが、暴力

や威嚇で弱い者や低年齢児を従わせるという支配・被支配の構造があった、としています。また、

ボスの男児も小学生の時に年長児からの性加害を受けていることがわかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.  児童はいかなる時も尊厳と敬意をもって扱われなければならず、いかなる養護環境において

も、養護提供者、他の児童又は第三者のいずれによるかを問わず、虐待、ネグレクト及びあら

ゆる形態の搾取から効果的な保護を受けられなければならない。 (国連ガイドライン 13条) 

128.  養護提供に携わる機関、施設及び専門家は特定の公的当局に対し説明責任を負うべきであり、

かかる当局はとりわけ、職員及び児童との話し合い並びにこれらの者の観察を伴う、定期訪問

及び抜き打ちの訪問の両方で構成される頻繁な検査を確実に実施すべきである。 （同 128 条） 

児童養護施設において、男児間で性暴力・性化行動が生じていたが、問題を把握していなかった

（虐待発覚後の聞き取りで判明）。通告の約１ヶ月前には、小学生被害男児が小学校で示した性化行

動の指導により、施設内で複数の加害男児から複数の被害男児への性的行為（性器を触る、触らせ

る他）が以前から継続していたことが発覚した。 

しかし、小学校から報告を受けた児童養護施設は、実態を把握せず、児童相談所への報告もしな

いなど、実効性のある対応を取ることのないまま、集団的な性暴力が行われている状況を放置した。

（ネグレクト） 

その後、児童養護施設の複数の被害児童が小学校教員に被害を訴えたことにより、小学校が児童

相談所に通告した。                      ※被措置児童等虐待事例の分析に関する報告 15 頁 



施設内虐待を許さない会・みえ施設内暴力と性暴力をなくす会 

3 

 

★「児童養護施設の４割にＬＧＢＴ児童？」とミスリードされた調査報告 

「児童養護施設における性的マイノリティ（LGBT）児童の対応に関する調査」報告書が、平成 29

年 5月 27日、レインボーフォスターケアという LGBT団体から公表されました。全国の児童養護施設

にアンケートを送付し、回答した施設の 45％に、性的マイノリティと思われる児童（以下「LGBT」）

と思われる子どもが「 現在いる」「過去にいた」とする報告書です。 

この報告書では、「同性と一緒のお風呂をいやがる」「同性の居室に入るのをいやがる」「スカートを

はけない」ことなどを「LGBT と思われる行動例」として、児童養護施設に LGBT 児童がいるとして

います。児童養護施設には、一般社会と同じ割合で LGBT児童がいるであろうことまでは否定しません。 

しかし、LGBT団体が主張する「LGBTと思われる行動例」は、「性暴力を受けたと思われる行動例」

と同じです。お風呂は、「性器なめ」や「肛門性交」などの性暴力の現場であり、子どもだけの居室も

同じです。「スカートをはけない」のは、ズボンよりも性暴力を防ぎにくいからであって、トランスジ

ェンダーではない場合もあります。LGBT 団体に、「LGBT と思われる行動例」と「性暴力トラウマに

よる行動例」をどのように識別したのか、そもそも、児童間性暴力があることに注意した調査であった

のか質問しましたが、明確な回答はありませんでした。さらに、アンケート項目は「著作権があるから

公表しない」とのことで、誘導する質問や倫理に反する質問があったかの検証はできていません。 

性暴力を受けた子どもの性化行動や性暴力のトラウマ行動を「LGBTと思われる行動例」としてとら

え、「あの子は LGBTだから」と職員が思い込んだら、性被害は見つけてもらえません。職員は「LGBT

と思われる行動」をする子どもがいたら、性被害を受けていないか、慎重に確認してほしいです。 

★児童間性暴力は「強制性交等罪」・「強制わいせつ罪」などの性犯罪となりました 

性犯罪の厳罰化や、被害者の告訴がなくても起訴できるようにすることなどを盛り込んだ改正刑法が

平成 29年 7月 13日、施行されました。 

児童養護施設において、力のある児童から、年下の児童へのレイプや肛門性交・口腔性交（性器なめ）

と呼ばれていた）は、改正刑法においては、「強制性交等罪」となります。性別の規定がないため、男

子・女子の性別かかわりなく性犯罪となります。 

 

 

 

 

 

 

 

刑法から第 180条（親告罪）が削除されたことにより、親告しなくても、犯罪としての捜査が行われ

ることになりました。また、改正法の施行前に行われた性犯罪についても、非親告罪とすることとされ

ています。（改正法案附則第 2 条第 2項）。 

今までは、児童養護施設における性暴力は、親権者である施設長や実親が告発しなければ、犯罪捜査

は行われない規定でした。施設長は絶対に加害児を告発しませんし、実親は知らされていないか、知っ

ても泣き寝入りをしていました。 

性犯罪が親告罪でなくなったことで、性暴力が起きたことを知りうる人は、誰でも刑事告発すること

が出来るようになりました。犯罪とならなかった児童養護施設の児童間性暴力が、正しく性犯罪として

扱われる法体系となり、児童養護施設から性犯罪児童が続出となりかねない危機的状況だといえます。 

★児童福祉法には、被措置児童等虐待の予防義務も早期発見義務もない 

児童福祉法では、児童間のレイプや肛門性交・性器なめなどの強制性交等罪が起きても、発覚した時

点で対応し放置しなければ、被措置児童等虐待（ネグレクト）とならないとする規定があるだけで、被

措置児童等虐待の日常的予防義務も早期発見義務もありません。児童間で何が起きても、「放置さえし

なければいい」というのが、児童福祉法の被措置児童等虐待（ネグレクト）の規定です。 

しかし、障害者虐待防止法や高齢者虐待防止法には、「虐待の予防義務」「虐待の早期発見義務」を国

及び自治体の責務として規定しています。施設の子は、障害者・高齢者と比べて見捨てられています。 

。 

 

 

 

 

（強制性交等） 

刑法 第 177 条  

 13歳以上の者に対し、暴行又は脅迫を用いて性交、肛門性交又は口腔性交（以下「性交等」とい

う。）をした者は、強制性交等の罪とし、5 年以上の有期懲役に処する。13 歳未満の者に対し、性

交等をした者も、同様とする。 

障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律十九号） 

（国及び地方公共団体の責務等） 

第四条 国及び地方公共団体は、障害者虐待の予防及び早期発見その他の障害者虐待の防止、障

害者虐待を受けた障害者の迅速かつ適切な保護及び自立の支援並びに適切な養護者に対す

る支援を行うため、関係省庁相互間その他関係機関及び民間団体の間の連携の強化、民間

団体の支援その他必要な体制の整備に努めなければならない 
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現在の児童福祉法は、児童間における暴力・性暴力（性犯罪）が起きても、発覚した時点で放置

しなければ、被措置児童等虐待（ネグレクト）となりません。日常的な予防義務もなければ、早期

発見義務もありません。日本の子どもを守るための法律「児童福祉法」が、児童養護施設の子ども

たちをネグレクトしています。  そこで、私たちは、以下のとおり児童福祉法の改正を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年 12月 2日 子どもの虐待防止学会（千葉大会）に寄せて 

施設内虐待を許さない会 （E-mail STOP@yogo-shisetsu.info） 
 

 

※カンパのお願い  

   三井住友銀行 葛飾支店 口座番号 ３９３４４３２ 口座名義 施設内虐待を許さない会 

Facebook  

始めました 

Ѓ Ƽ Ѓ ♅ƽǵ ὑǱǰșẀ ǠȒǚǯ 
Ѓ Ƽ Ѓ ♅ƽǵЃ Ҙɵר ҘșƼ ƽǞǦḹֻǵȆɋȮɪȭɆ

ǯǱȒ ὑș ȈƲЃ Ҙɵר ҘȉƼ Ѓ ♅ƽǯǠȒǚǯƳ 

Ẁ ͈  

ʢӦʢ ǵӦ  Ħᾍ ǵ қ 

Ʀ Ѓ ♅ǯǶƲ ᴣ Ǔ Ѓ ǲ Ǎ ǵ șǋǍƳ 

łłłł 

Ѓ ♅ǯǶƲ ᴣƼǑȏǺֿᾱ˲ ǞǖǶ Ѓ ƽ ǓƼ̀ǵƽ

Ѓ ǲ Ǎ ǵ șǋǍƳ 

ʢӦʢ ǵӦ ʢ  ĦЃ Ҙɵר Ҙǵ ὑǵѹ  

Ʀ Ѓ ǵⱲ ǵ ₡Ǳ șỉǙȒȏǍǱ Ǟǋ ֕Ƕ ǵ Ʋ ֿᾱ˲

ǞǖǶ șВǲǠȒ̀ǵЃ ǲȏȒѼ˘ֵ֕Ƕ ֵǲ ǙȒ ǵ  Ǥǵ̀ǵ

ᴣ ǯǞǭǵ ֕Ƕ ҵș ǞǖהȒǚǯƳ 

Ѓ Ƽ Ѓ ♅ƽǵЏ ὑǲƲЃ ǵ Ҙɵר ҘșқǏȒǚǯƳ 

 Ħ Ǔὕ ǠȓǷ Ҳ ǲЏ ᾍ ǯǱȒ  

֓  

ʢӦʢ ǵӦА ↑ ˗ǶƲ ₴↓Ʋ Ѓ ♅ǵ Ʋ Ѓ ♅

ǓǉǫǦḹֻǲ ǟǦ Ǥǵ̀Ԍ ҥϐ ̉ǮὑȈȒ˗ șЏ ǠȒȉǵǯǠȒƳ 

Ѓ Ƽ Ѓ ♅ƽǵ ὑǲƲ ὡ ♅ ǯֿǟȏǍǲƼ ₡ ˔

ҵƽƼ ҵƽș қǠȒǚǯƳ 

 ǉȖǢǭƲƼὄЋỖᴣ̝ ╛ƽǵȏǍǱὕ ǵǉȒЃ Ҙɵר Ҙș ₡ ǲ ǠȒ

˿ ȆȋƲ ǠȒ˿ ȆșƲǠȀǭǵЃ ǲᾚЊǠȒǚǯș ҵ̂ǘȒǚǯƳ 

ὄ ǲ ἧѝ ǞǭƲἧǰȉșЃ ǲЊ ǜǢȒǵǮǶǱǖƲȅǡǶὤ↨ ǵ

șϹὕǜǢȒǚǯƳ 

 

Ѓ ǵἧǰȉǦǨș ǭǭǋȒ 

Ѓ șẀǏǭǖǧǜǋ 


